
令和5年度 名古屋市
中小企業海外販路開拓・拡大サポート事業

海外販路開拓・拡大支援セミナー

あいち国際ビジネス支援センター セミナールーム

愛知県産業労働センター（ウインクあいち） 18階
（名古屋市中村区名駅4-4-38）

※オンラインでも参加できます

令和5年１1月１4日（火） 13：30 - １5：00

主 催：名古屋市

後 援：愛知県、公益財団法人あいち産業振興機構、公益財団法人名古屋産業振興公社

   日本弁理士会東海会、独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ）名古屋貿易情報センター

13:30 「貿易実務入門 ー 輸出編」

～今更聞けない 貿易実務の基礎～

1４:４５ 質疑応答

講師 一般社団法人 海外事業支援センター

アドバイザー 近藤 覚 氏
略歴 大手商社の食品部門で加工食品の輸出入、三国間貿易、開発輸入＊を担当。海外出張

先は中国、東南アジアを中心に、欧米、南米、中近東諸国を含め延べ19ヶ国に及ぶ。

定年退職後は、ジェトロ名古屋貿易情報センターにて貿易投資アドバイザーを7年間

務め、企業からの輸出入・海外進出等に関する多数の相談に対応し、多岐にわたる経

験を持つ。

＊開発輸入とは、相手国の製品をそのまま輸入、国内販売するのではなく、国内市場のニーズに合致した商品に仕
 立てるため、相手国に生産ラインの提供、技術者の派遣等を行い付加価値を付けた商品の輸入方法です。

内容 『名古屋のA社は、今まで全く輸出実績がありませんでしたが、アジア諸国の商談会に

参加し自社の主力商品をPRしたところ、タイのB社から引き合いをもらいました。担

当のCさんは輸出業務については全く経験がなくOBACアドバイザーの近藤さんに助

言を求めました。』

この設定に基き輸出実務における 見積書作成⇒交渉⇒受注⇒売買契約⇒製品輸出

⇒代金回収 までのプロセスを初学者の方にも分かりやすく解説します。

これから輸出業務を担当する方はもちろん、すでに輸出業務に携わっている方でも、

今更聞けない貿易用語の意味、輸入者側から求められる必要な通関資料の入手方法

など、業務に役立つ情報をご紹介します。

参加お申込み方法は、裏面をご覧ください

日時

場所

会場参加

定員

30名

参加費

無料

輸出実務講座 貿易実務入門



セミナー参加お申込み方法

⚫ 事務局ウェブサイト http://obac-nagoya.com/

2023nagoyakaigaisupportseminars（または右の二次元コード）

からお申込みいただくか、下記の申込書に必要事項をご記入いただき、

事務局宛にFAXでお送りください。

FAX申込書
ご記入の上、切り取らずにFAXでお送りください。送信先： 052-308-3213

申し込み期限 １1月１0日（金） 正午 必着

令和4年度 名古屋市 中小企業海外販路開拓・拡大サポート事業 運営事務局

 一般社団法人海外事業支援センター（OBAC） 担当者：村瀬

 〒460-0022 名古屋市中区金山1-9-5 フォンティーヌ金山6D

TEL：052-700-0479 FAX：052-308-3213 Eメール： info@obac-nagoya.com

お問合わせ先

セミナー名

参加方法

社名

氏名（ふりがな）

氏名（漢字）

所属部署 役職

電話番号 FAX番号

Eメールアドレス

11月14日(火) あいち国際ビジネス支援センター　セミナールーム

愛知県産業労働センター（ウインクあいち） 18階

　海外販路開拓・拡大支援セミナー

　輸出実務講座：貿易実務入門

業種
□ 機械・金属製品等の製造業    □  日用品等の製造業   □  ITシステム

□ 食品   □ 卸売・小売業   □ サービス業   □ その他（                 ）

住所
〒

　□ 会場で参加する　　□Zoomでオンライン参加する

◼ Zoomでオンライン参加をご希望の方には、開催前日までにZoom接続のURLをEメールでご連絡します。

※ お預かりした個人情報は適切に管理し、本セミナーの運営に利用するほか、主催者と事務局が実施する

セミナー等の案内に使用させていただく場合があります。
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